
⇒結局、あれこれの創意工夫した地域医療介護拡充に向けた地方の独自性を排し、国が目指

す「基金」の本来目的である「病床削減」や「病床機能転換」、そして医療機関の再編合理

化を進める「選択と集中」という「地域医療構想」で目標として掲げた「必要病床」等が着

実に実現される施策への予算集中と、地方への施策誘導が目的！？ 

 財務省からのクレームを受けた厚労省は、事務連絡「基金に対する指摘を踏まえた今後の

対応について」（3 月 23 日、医政局地域医療計画課）を発出し、昨年度分までの基金予算で、

厚労省自らが認め、予算執行してきた事項への財務省の指摘事項をあっさりと、無抵抗で受

入れ、今後は指摘事項を改め、厳しく査定するとしました。本来、厚労省は、各自治体と一

体となって、「地域医療介護総合確保」が円滑に進むよう地方を応援し、地域の独自性や創

意工夫を受け入れ、積極的に展開していく役割があります。にもかかわらず、財務省からの

指摘、横やりを跳ね返すのではなく、受け入れてしまうということは、自ら承認して来た事

を否定する事であり、「厚生労働省」としてのプライドは無いのでしょうか！ それとも、

厚労省は、基金予算を 100％執行するために都道府県からの予算要求事項を丸呑みしてすべ

て認めてきた。無審査でフリー承認して来たと言うのでしょうか！ 

厚労省は、地域医療の拡充強化を進める地方への応援省庁ではなく、国の医療費削減方針

を徹底して貫く、地方自治解体推進省なのでしょうか！？ 医療費削減を強引に進めて行こ

うとする、財務省や内閣府の言いなり省庁では、早晩、「厚労省なんていらない！」と見限

られてしまいかねません！ 

なお、今回の「財務省」による『令和 2 年度予算執行調査―地域医療介護総合確保基金（医

療分）』結果は、東海財務局がとりまとめ財務局となっています。（事務連絡及び、財務局「総

括調査票」の一部を資料として添付します＝P2～4 参照） 
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